
資 質 ・ 能 力 の 育 成 に 向 け た
カリキュラムマネジメントの手引き

(令和 5 ・ 6年度)

Y さんは，落ち着いた性格で，誰からも信頼され慕われています。中体連の大会に向けた特設陸上

部の練習の際に「長距離がすごい」，「長距離頑張っている」 と， Y さんの姿に対する「ほめポイント」が
多数あがりました。その後， Y さんは，地区の陸上練習会や記録会，ふくしま駅伝への出場，新人陸上
大会での入賞など， 1人で挑戦し自己ベストを更新し続けています。
さらに，自己マネジメント・シート(キャリア・パスポート)で「はっきりと大きな声で話し，堂々として状況に

あった行動ができる」と， Y さんは第 1 四半期の学級目標(重点資質・能力)への評価基準(レベル A)を
設定しました。その第 1 四半期で最もできたこととして「前の僕と比較して，積極的に行動できた」と， Y
さんは確実に自分の成長を感じ取っていたようです。

その後， Y さんの自己マネジメント・シートには「自信をもってみんなに考えを伝えていてすごい」，「積
極的に行動する場面が目立っていた。見習いたい」など級友からのほめほめ会でのコメント，成長を称

賛する担任のコメント，将来に向けた保護者のメッセージが記載されました。

Y さんの変容は，意思決定した目標に向けての本人のたゆまぬ努力の成果です。そして，子どもの資
質・能力を柱とした，本校の組織的なカリキュラム・マネジメントの充実の成果とも考えています。

この「カリキュラム・マネジメントの手引き」により
1 学校教育目標がより明確になり，(1)子ども，(2)学校教育目標，(3)教育課
程が相互につながります。

2 教職員が学校経営に参画しやすくなることで，指導改善・授業改善はもと
より，学校組織改善にもつながります。

3 学習指導要領(学びの地図)とともに子ども・保護者・地域と共有すること
で，社会に開かれた教育課程を実現します。

三島町立三島中学校
2024.2.16
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【 1 】子どもたちが身につけたい重点資質・能力の設定
C 「重点資質・能力を 1 年間を通して身につけていきたい。後輩のお手本として，先輩をお
手本として，頑張りたい」

○ キャリア教育推進のため学校教育目標を「基礎的・汎用的能力」に
価値付けし，「未来への人づくり」が達成された子どもの姿を，具体的
に設定しました。具体的なため，評価・改善がしやすいです。

【学校教育目標】「未来への人づくり」が達成された子どもの姿<資料 P.1>
自分の良さを知り (自己理解能力)
人とのつながりを大切にでき (人間関係形成・社会形成能力)
自己の役割を果たし (課題対応能力)
計画的に行動できる生徒 (自己管理能力，キャリアプランニング能力)

【学校教育目標の見直し】
学習指導要領・総則(*)では，「(抜

粋)育成を目指す資質・能力を踏まえ
つつ，各学校の教育目標を明確にす
る」とあり，学校教育目標を資質・能
力に価値付けることが求められまし
た。そのためには，教育課程ととも
に，学校教育目標の不断の見直しが
必要と考えられます。

(*)総則 「第 2 教育課程の編成 1 各学校の教育
目標と教育課程の編成」

【重点資質・能力(学級教育目標)】<資料 P.2>

○ 「重点資質・能力」は，学校教育目標を達成するために，子どもたち
が身につけたい資質・能力です。実質的な「学級教育目標」です。
・ 何でもかんでも育てましょうではなく，焦点化することが重要です。

- 具体性のない目標も問題で，具体性が無いと何も育ちません。
・ 学年の先生方が，目の前の子どもたちを把握して設定します。
・ 「重点資質・能力」も「基礎的・汎用的能力」に価値付けします。

【カリキュラム・マネジメントの視点】
「重点資質・能力」は，教科等横断的な資質・能力の育成につな

がります。教科等横断的・組織的な取り組みが，協働する組織力の
育成，そして，学校組織改善につながります。

四半期制

3つの化
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【 2 】「見える化」「共有化」「意識化」の「 3 つの化」
C 「どういうことが大事なのかは分かる。自己マネ表は，今，何ができればいいのかというとこ
ろまで考えられていて，見えるので，行動しやすく，改善しやすいと思いました」

○ 教科等横断的な資質・能力の育成には，「 3 つの化」は大切です。
○ 「 3つの化」が運用されているものの一例です。

【重点資質・能力】 【自己マネジメント表】 【生き方講話】

【ほめポイント】 【学級力シート】 【自己マネ・シート】

○ 教育課程評価や学校評価，授業評価など PDCA サイクルを構築す
るための一つの手立てとして「 3つの化」は大切です。

○ 保護者・地域と「 3 つの化」が為されることで，学校経営への地域の
人的・物的資源の活用につながります。

○ 子どもたちと「 3つの化」が為され「自覚化」「目標化」へ
・ 身についた資質・能力が自覚できます。(「自覚化」)
・ 今後身につけるべき資質・能力の目標になります。(「目標化」)

○ 「自覚化」「目標化」されることで，「対話」や「協働」につながります。
・ 「 3つの化」や「自覚化」「目標化」は手段です。
・ 最終的には「対話」「協働」による資質・能力の向上につなげます。

【カリキュラム・マネジメントの視点】
子ども・保護者・教職員とで「 3 つの化」が為されることで，教科等

横断的な教育活動・指導がしやすくなります。また，カリキュラム・マ
ネジメントが，「社会に開かれた教育課程」の実現につながります。
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【 3 】四半期制による資質・能力の評価・改善
C 「評価基準を決めて，自己評価をする。あっと言う間に四半期が過ぎるので，できたか・で
きなかったかが分かりやすい。そして，次の目標にも，すぐに挑戦できるのがいいです」

○ 資質・能力の PDCAサイクルは，「四半期制」で充実させます。
・ 四半期の区切りは，厳密ではなく状況に応じて柔軟に対応します。

<第 1四半期>4月～ 6月中旬 <第 2四半期>6月下旬～ 9月末
<第 3四半期>10月～ 12月初旬 <第 4四半期>12月中旬～ 3月末
・ 3 学期制より短い期間とすることで，子どもたちが PDCA サイクル
を回しやすくする工夫です。

○ 「四半期制」に至った理由，「四半期制」の利点は以下の通りです。
・ 評価の後，長期休業期間を挟まないので，改善しやすくなります。
・ 学校の 3 学期の区切りと四半期制の区切りが重ならないため，資
質・能力の評価・改善を余裕をもって行えます。

・ 資質・能力を成長に応じて重層的に四段階で設定できます。

○ 「四半期制」で運用されているものの一例です。

【重点資質・能力】 【自己マネジメント表】 【キャリア調査】

【学校評価】 【学級力調査】 【自己マネ・シート】

【カリキュラム・マネジメントの視点】
計画(編成)・実施・評価・改善のサイクルを，四半期制(より短い期

間)にすることで，充実させることができます。そのため，学校教育目
標に向けて，教育活動を企画・運営，調整しやすくなります。
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【 4 】「ほめポイント」でほめて伸ばす資質・能力
C 「ほめポイントをもらえると嬉しい。だから，みんなにもほめポイントをあげたい。みんな良く
見ているなぁと感心します。人を見る目が養われていくのだと思います」

○ 子どもの姿が「ほめポイント」です。<資料 P.3>
・ 子ども・保護者・地域・教職員のコミュニケーション・ツールです。
・ 最高の「ほめポイント」は「重点資質・能力」です。

○ 「ほめポイント」の効果は以下の通りです。
・ 自分のよさを知ることは，自己理解につながります。

- 資質・能力の「自覚化」につながります。
・ 他人のよさを知ることは，お互いの尊重につながります。

- 他人の資質・能力が「目標化」につながります。
・ 教職員にとっては

- 「ほめポイント」が生徒理解につながります。
- 子どもからの「教職員のほめポイント」は振り返りとなります。
- 話題が「ほめポイント」で「風通しの良い職員室」になります。

○ 「ほめポイント」の共有方法は次のとおりです。
・ 毎朝子どもたちが，「ほめポイント」を端末で申請します。
・ 「ほめポイント」は昇降口に掲示され， HPで共有されます。

【毎日更新「ほめポイント」】 【登校時に確認】

○ 保護者・地域の方からも「ほめポイント」は好評です。

【カリキュラム・マネジメントの視点】
「ほめポイント」を教科等横断的に共有することで，横断的・組織

的に資質・能力を育成できます。また，学校教育目標と子どもたち，
教育課程とがつながります。

3つの化



- 5 -

【 5 】「自己マネジメント力」の育成 その 1
○ 明確な定義をせず，多様な自己マネジメント力であることが重要で
す。そのため，子どもたちなりに，自己マネジメント力を考えています。

C 「自分で意思決定して，主体的に行動することが自己マネジメントだと思う。卒業までにで
きるようになりたい」 (自分なりの定義も立派，卒業まで見通す力も立派)

○ 自己マネ力を育成するため「自己マネ・シート」を活用します。
・ 子どもたちは，「重点資質・能力」をもとに評価基準を設定します。

- 「子どもが創るルーブリック」としています。
・ 四半期ごとに，自己評価・相互評価「ほめほめ会」を行います。
・ 教職員，保護者が子どもたちにメッセージを記載します。
・ キャリア・パスポートにポートフォリオされます。 <資料 P.4>

キャリア・パスポートとしての「自己マネ・シート」
四半期制のため，年間 4 枚， 3 年間で 12 枚のシートを，子ども

たちのキャリ・パスに積み重ねることができます。
成長を振り返り，級友・保護者・教職員のコメントで励まされます。

キャリ・パスは将来の自分へのメッセージ・シートと言えます。
人と人，時空をつなぐキャリ・パスと言えるのではないでしょうか。

「自己マネ・シート」保護者のあたたかいメッセージ (R4第 4四半期)
○○は小さな幸せを見つけることが得意な子です。だから，自然と笑顔でいることが多い

ですね。大人になっても身近な幸せに気づける人であってほしいです。

(校長)将来の○○さんに向けたあたたかいメッセージです。頑張る勇気がでますね。

【自己マネ・シートで子どもが回す PDCAサイクル】<資料 P.4>

【カリキュラム・マネジメントの視点】 は次のページへ

3つの化

四半期制
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【 6 】 「自己マネジメント力」の育成 その 2
C 「自己マネジメント力を高めるために，学年ごとや月ごとに，行動目標があるので意識し

やすいと思いました。そして，常に心において成長したい」

○ 学校教育全体で「自己マネジメント力」を育成することが重要です。
・ 教科等の年間指導計画に，意図的に自己マネジメント力を育成す
る単元を設定します。その年間指導計画の単元に【マ】で示します。

・ さらに，教科等の「とびっきりの自己マネジメント」を，一覧表に配列
した「自己マネジメント表」を作成しました。

○ 「自己マネジメント表」の効果は以下の通りです。<資料 P.5>
・ 「これができる」と「自己マネジメント力」が高まりますという表です。

- 「自己マネジメント表」は「自己マネ力の指標」と言えます。
・ 「これができた」と資質・能力の「自覚化」につながります。
・ 3 年間を見通し「できるようになりたい」と「目標化」につながります。

【教科等の年間指導計画】 【自己マネジメント表】

○ 地域人材を活用した「生き方講話」を定期的に行っています。
・ 「生き方講話」を「生き方マネジメント」につなげます。<資料 P.6>

【カリキュラム・マネジメントの視点】
「自己マネジメント・シート」で PDCA サイクルを回す力は，教科等

横断的に活用できます。特に，「子どもが創るルーブリック」は，教科
等でも活用でき，将来につながる力と言えます。

【カリキュラム・マネジメントの視点】
「自己マネジメント表」を参照すれば，子どもたちができるようにな

ったことを教科等横断的に活用できます。「自己マネジメント力」が，
教科等横断的に練りあげられ深まっていきます。

3つの化

四半期制
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【 7 】客観的データによる見取り及び教育課程評価
C 「学級力のグラフをみんなで見て，次はここを頑張ろうと話題にできるからいいです。作戦
が当たって，次に良くなったときは嬉しいです」

○ 客観的データを，①教員の経験と融合させた教育活動と②教育課
程及び授業の評価・改善に活用します。

○ 非認知能力と認知能力(学力)を一体として捉えることが重要です。
・ PISAや TIMMSの国際調査で，一体として教育活動を行っている
参加国ほど，学力が高いことが明白となりました。

・ 非認知能力・認知能力ともにデータとして，関連づけて教育活動を
行うことは効果的です。

○ 「個人指導用カウンセリング・シート」は，教職員間で共有されます。
・ 非認知能力と認知能力を一体として子どもを見取るシートです。
・ 定期的に更新することで最新のデータをもとに指導ができます。

上段が非認知能力
質問紙や QUのデータ

下段が認知能力(学力)
学調や各テストのデータ

多種多様なデータや調
査結果を 1 枚のシートにま
とめて，子どもを見取り，適
切な手立てや支援につな
げます。<資料 P.7>

○ 「学級指導用ガイダンス・シート」は，子どもと対話的に共有されます。
・ 学級力向上プロジェクト(早稲田大・田中博之教授)を活用します。
・ 学級力向上は目標ですが，対話的活用が目的です。

「学級力シート」では，「子ど
もが創るルーブリック」を活用し
ています。<資料 P.8>

学級力レーダー・チャート
は，各学級で「 3 つの化」が為
されています。<資料 P.9>

3つの化

四半期制
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○ 「キャリア調査」を，教職員の指導改善に役立てています。
・ 子どもたちの基礎的・汎用的能力をデータ化しています。
・ 令和 4 年度は，前回比で落ち込んだ項目は，翌回には向上が見
られました。調査が上手に活用されています。(下記表中【⇒】矢印)

・ キャリア調査は，目指す子どもの姿をデータ化したものです。

○ 「キャリア調査」は，全国学調・ふくしま学調の質問紙を活用します。
・ 標準化されているアンケート項目の活用は有効です。
・ 集計する質問項目は，筑波大・藤田晃之教授の提案を参照し，質
問紙から基礎的・汎用的能力に価値付けした目指す子どもの姿を
ピックアップしています。

・ 全国比や県比で比較できることが重要です。
・ 本校独自の能力概念「将来につながる学び」も設定しています。

【令和 4年度 キャリア調査】<資料 P.10 ・ 11>

○ 資質・能力ベースの「学校教育目標」を設定したため，資質・能力ベ
ースの「学校評価」を四半期制で実施しています。<資料 P.12>

【カリキュラム・マネジメントの視点】
教科等横断的なデータの活用は，学習改善や授業改善，学校組

織改善にもつながります。子どもたちの状態を定量的にも，定性的
にも把握し，教育課程評価や学校評価の資料とします。

3つの化

四半期制
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【 8 】ふるさと学習による資質・能力の育成
C 「全校生で町を盛りあげるお手伝いができてよかったです。自分たちが生まれ育った町な
ので，もっと良くしていって，みんなが集まる町にしたいです」

○ 文科省・長田徹教科調査官より「ふるさと学習とキャリア教育は表裏
一体です」と，校長が個人的にエールを頂きました。そのため学校経
営テーマを，以下のように設定しました。<資料 P.1>
「ふるさと学習」と「キャリア教育」の両輪による「未来への人づくり」

○ 「ふるさと学習」が，子どもたちの将来や社会につながることを明確
にすることが重要です。以下に一例を示します。
・ 「三島町で世界で活躍する人材づくり」が最上位の目標です。
・ ふるさとの課題は，将来や社会の課題につながっています。
・ 多様な人々と多様な活動で，多くの資質・能力が養われます。
・ 地域の課題を探究する力は，将来に役立つ力です。

○ 事前学習や振り返りを，地域と連携して行うことが極めて重要です。

○ 「ふるさと学習」の総まとめが「三島町次世代の議会」です。
・ 魅力的な町づくりに貢献できる子どもの育成につながります。

○ 「ふるさと学習」は年間を通して意図的に行います。その一例です。

【桐の学習】 【虫送り】 【工人まつり】

【駅前活性化活動】 【町 PR活動】 【サイノカミづくり】

【カリキュラム・マネジメントの視点】
「ふるさと学習」のつながりで，学校経営に地域の物的・人的資源

を活用することが， PDCA サイクルの充実，そして教科等横断的な
資質・能力の実現につながります。
また，「ふるさと学習」で，目指す資質・能力が養われ，「学校教育

目標」と子どもたちがつながります。
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【 9 】資質・能力の育成に向けた授業改善
T 「内容を教えることが大事だと思っていました。授業中に色々な力を養う意識はありませ

んでした。そのためには，主体的・対話的で深い学びが，やっぱり大事なのですね」

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現により，教科等のめあてを達成
する中で，資質・能力を養うことが重要です。
・ 「授業スタンダード」をもとに，「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた，「授業づくりのポイント」<資料 P.13>を例示しています。

・ 「授業づくりのポイント」は，授業者による授業評価に活用でき，そ
して，教育課程評価にもつながります。

○ キャリア教育の視点の授業として以下のことを示しています。

○ 「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体的な実現が重要です。
・ 教職員の経験と客観的データの融合による指導が大切です。

- カウンセリング・シート，ガイダンス・シート，キャリア調査の活用
・ 一体的な充実が「主体的・対話的で深い学び」につながります。

○ 教科等横断的に育成される資質・能力を，教科等横断的に活用す
ることで，資質・能力が深まります。この往還が大切です。
・ この資質・能力が「主体的・対話的で深い学び」につながります。

【カリキュラム・マネジメントの視点】
「個別最適な学び」「協働的な学び」を一体とした「主体的・対話

的で深い学び」が，多様な資質・能力の育成につながります。
「主体的・対話的で深い学び」で育成する資質・能力が，学校教

育目標と教育課程をつなぐ，ひとつのツールとなります。



資料編




























